
2014 

 
つぼみ保育園年報 第１７号 

 

2014年(平成26年)8月 発行 
 

発行/編集 
 

社会福祉法人 輔仁会 つぼみ保育園 
   〒813-0044  福岡市東区千早1-18-24 

    ［TEL］   092-681-4782  ［FAX］ 092-681-4780 
    ［E-mail］ tsubomi@nifty.com 

     [ H P ］ http://www.hojinkai.ed.jp/tsubomi/ 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
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保
育
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19
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親
子
歓
迎
遠
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日 

お
た
の
し
み
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園
児
健
康
診
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2
日
間
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5
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8
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の
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お
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し
み
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リ
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お
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つ
き 
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日 
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り 
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園
児
健
康
診
断 

2
月 

3
日 

豆
ま
き 

3
月 

3
日 

桃
の
節
句 

 

7
日 

親
子
保
育 

 
 
 

園
児
健
康
診
断 

お
泊
ま
り
保
育(

青
組)

 

作
品
展 

新
年
度
説
明
会 

お
陰
様
で
、
輔
仁
会
は
今
年
で
創
立
五
〇

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

昨
年
よ
り
、つ
ぼ
み
保
育
園
の
歴
代
父
母

の
会
々
長
を
中
心
に
記
念
事
業
実
行
委
員

会
が
組
織
さ
れ
来
年
一
月
十
一
日
に
記
念

式
典
を
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
運
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。実
に
有
り
難
い
こ
と
で
す
。 

現
在
、
当
法
人
は
、つ
ぼ
み
保
育
園
・
さ
わ

ら
び
保
育
園
・
新
宮
つ
ぼ
み
保
育
園
の
三
園

と
二
つ
の
分
園
を
合
わ
せ
五
施
設
を
運
営

す
る
法
人
へ
と
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
一
重
に
、
今
ま
で
勤
務
し
て
頂
い
た

職
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
保

護
者
の
皆
様
の
多
大
な
ご
協
力
の
賜
と
存

じ
ま
す
。 

こ
の
間
、お
預
か
り
し
た
園
児
の
総
数
は

約
五
七
〇
〇
名
、
勤
務
頂
い
た
職
員
数
は
現

職
も
合
わ
せ
七
〇
二
名
で
す
。 

因
み
に
、つ
ぼ
み
保
育
園
の
第
一
回
卒
園

児
の
年
齢
は
五
五
歳
に
な
り
ま
す
。 

 

設
立
の
頃
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
ま
す
と
、 

福
岡
市
は
昭
和
三
九
年
に
社
会
福
祉
法

人
に
用
地
を
貸
付
て
民
間
に
よ
る
保
育
園

設
置
を
市
の
保
育
施
策
と
す
る
こ
と
を
決

議
し
ま
し
た
。
当
時
、
博
多
区
の
保
育
園
で

主
任
保
母
を
し
て
い
た
母
（
大
浦
仁
子
）は

市
の
説
明
会
に
参
加
し
、
自
分
で
も
で
き
る

と
確
信
し
た
の
で
し
ょ
う
、
家
に
戻
っ
た
母

は
興
奮
気
味
で「
私
、
保
育
園
を
作
る
わ

よ
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。私
は
ま
だ
高
校
一
年
生
で
し
た
。 

す
ぐ
に
市
と
折
衝
を
始
め
、
社
会
福
祉
法

人
の
設
立
準
備
と
建
築
計
画
に
取
り
組
み
、

福
岡
市
の
助
成
金
を
受
け
、
昭
和
四
〇
年
四

月
に
東
区
千
早
に「
つ
ぼ
み
保
育
園
（
定
員

一
〇
〇
名
）
」を
開
園
し
ま
し
た
。
木
造
平
屋

建
て
の
園
舎
の
建
築
代
金
は
六
二
五
万
円
、

市
の
助
成
金
は
四
五
〇
万
円
で
し
た
か
ら

自
己
資
金
は
一
七
五
万
円
、
当
時
の
母
に
し

て
み
れ
ば
大
金
だ
っ
た
は
ず
で
す
。 

そ
の
後
、
昭
和
四
五
年
四
月
に
は
東
区
八

田
に「
さ
わ
ら
び
保
育
園
（
定
員
一
〇
〇

名
）
」を
開
園
し
、
同
時
に
、つ
ぼ
み
を
増
築

し
定
員
を
一
五
〇
名
に
し
ま
し
た
。 

以
後
、
両
園
は
福
岡
市
の
要
請
を
受
け
て

増
改
築
を
実
施
し
、そ
の
度
に
増
員
を
し
な

が
ら
現
在
の
定
員
は
、つ
ぼ
み
が
分
園
込
み

で
二
八
〇
名
、さ
わ
ら
び
が
二
五
〇
名
と
な

り
ま
し
た
。 

 

私
ご
と
で
す
が
、
昭
和
五
二
年
に
民
間
企

業
を
辞
し
、
保
母
養
成
校
に
て
保
母
資
格

を
取
得
し
た
後
、
昭
和
五
四
年
四
月
に
さ
わ

ら
び
保
育
園
に
就
職
、
年
長
ク
ラ
ス
の
保
父

と
し
て
現
場
を
四
年
間
体
験
し
、
昭
和
五
八

年
に
は
つ
ぼ
み
保
育
園
の
園
長
に
就
任
し

ま
し
た
。 

平
成
一
五
年
に
母
は
輔
仁
会
の
会
長
と
な

り
、
私
が
理
事
長
を
拝
命
し
、
法
人
の
切
り

盛
り
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

時
を
同
じ
く
し
て
新
宮
町
の
保
育
園
設

置
者
の
公
募
が
あ
り
、
応
募
し
た
多
く
の
事

業
者
の
中
か
ら
指
名
を
受
け
、
平
成
一
七
年

七
月
に「
新
宮
つ
ぼ
み
保
育
園
（
定
員
一
二

〇
名
）
」を
開
園
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
平
成
二
二
年
、
私
は
三
園
の
統
括

園
長
に
就
任
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
四
月
に
は
新
宮
中
央
駅
前
に「
分
園

（
定
員
三
〇
名
）
」を
開
園
し
、
今
年
度
中
に

は
新
宮
つ
ぼ
み
本
園
の
増
員
を
行
い
一
五

〇
名
定
員
と
な
る
予
定
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
輔
仁
会
は
母
か
ら
私
へ
と
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
母
も
一
昨
年

八
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、
私
も

母
の
遺
志
を
大
切
に
し
つ
つ
、
次
世
代
に
輔

仁
会
を
渡
す
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
年
齢
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

園
便
り
の
五
月
号
に
も
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
平
成
二
七
年
度
（
次
年
度
）に

は
い
よ
い
よ
、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
」

が
導
入
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
新
制
度
の
根
底
に
は
、
保
育
も
介
護

同
様
、
規
制
緩
和
を
行
い
市
場
原
理
を
導

入
す
れ
ば
、
多
く
の
事
業
者
（
株
式
会
社
等
）

が
参
入
し
、
競
争
が
始
ま
り
、
安
い
金
額
で

質
の
高
い
保
育
を
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
安

易
な
発
想
が
流
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、あ
ろ
う
こ
と
か
新
制
度
で
は
保
育

園
で
も
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
れ
ば
「
教

育
」が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
間
違
っ

た
認
識
が
喧
伝
（
ケ
ン
デ
ン
）
さ
れ
て
い
ま
す
。 

更
に
、
消
費
税
増
税
は
社
会
保
障
充
実
と

一
体
で
あ
る
と
、
新
制
度
に
一
兆
を
超
え

る
財
源
を
見
込
ん
で
き
た
は
ず
な
の
に
、こ

こ
に
来
て
そ
れ
も
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
状
況
に
も
拘
わ
ら
ず
、
新
制
度
の

目
玉
と
も
い
う
べ
き
「
認
定
こ
ど
も
園
」に

移
行
す
る
か
ど
う
か
の
調
査
が
既
に
始
ま

り
ま
し
た
。 

勿
論
、
輔
仁
会
は
児
童
福
祉
施
設
と
し
て

の
保
育
園
を
運
営
す
る
こ
と
を
基
本
に
据

え
て
ま
い
り
ま
す
。   

 

今
ま
で
、
保
育
園
の
行
う「
教
育
」と「
養

護
」に
つ
い
て
常
に
研
鑽
を
繰
り
返
し
、
積

み
重
ね
、
吟
味
を
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
保
育

を
行
う
こ
と
を
心
が
け
、
時
の
流
行
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
、「
早
期
教
育
」と
い
う
甘

い
言
葉
に
は
背
を
向
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

身
の
丈
以
上
の
知
識
の
押
し
込
み
や
訓
練

を
教
育
と
称
し
て
行
う
必
要
性
は
全
く
な

い
の
で
す
。 

子
ど
も
達
は
連
綿
と
し
た
日
々
の
営
み
に

よ
り
育
っ
て
い
ま
す
。
十
分
に
遊
び
込
む
こ

と
が
出
来
る
物
的
環
境
が
あ
る
こ
と
と
、
子

ど
も
た
ち
と
保
育
者
、
保
護
者
と
保
育
者
の

間
に
し
っ
か
り
と
し
た
信
頼
関
係
を
も
て

る
人
的
環
境
が
あ
る
こ
と
の
二
つ
が
大
切

で
あ
り
、そ
こ
に
力
を
傾
注
す
る
こ
と
が

「
保
育
の
王
道
」と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

母
が
創
業
し
た
保
育
事
業
を
こ
れ
か
ら

も
、
法
人
役
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
職
員
及

び
関
係
者
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
継
承
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

  

  

社会福祉法人 輔仁会は 
  

創立５０周年を迎えました 
 

 

 

理事長/統括園長  大浦 純平 
  

 

つ
ぼ
み
保
育
園
は
今
年
度
50
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
23
年
度
に
歴
代
の
父
母

の
会
の
会
長
様
が
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
祝
賀
会
等
に
向
け
話
し
合
い
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
卒
園
児
保
護
者
、
旧
職
員
の
皆

様
か
ら
の
寄
付
や
卒
園
児
の
名
簿
整
備

等
に
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
賛
同
を

賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

50
年
の
歴
史
の
な
か
で
子
ど
も
た
ち

は
保
育
園
を
生
活
の
場
と
し
て
毎
日
同

じ
様
に
繰
り
返
さ
れ
る
日
課
の
中
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
が
あ
り
、
自

分
の
こ
と
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
く

れ
る
保
育
士
と
お
友
だ
ち
の
中
で
自
己

を
十
分
に
発
揮
し
、
多
様
な
遊
び
と
体

験
を
通
し
て
人
間
力
が
育
ま
れ
、
つ
ぼ

み
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
50

年
間
で
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
風
景
の

一
つ
と
し
て
お
昼
時
に
な
る
と
給
食
室

か
ら
お
い
し
い
匂
い
が
漂
い
、
今
日
の

ご
飯
は
な
ん
で
す
か
と
給
食
室
に
聞
き

に
く
る
子
ど
も
の
姿
が
あ
り
ま
す
。 

 

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
様
々
な
取

り
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ

の
作
成
・
販
売
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
千
早
西
校
区
夏
祭
り

で
は
50
周
年
実
行
委
員
会
と
し
て
出
店

さ
れ
、
私
た
ち
職
員
も
参
加
い
た
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
千
早
西
校
区
の
地
域
の
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
50
年
の

歴
史
を
刻
む
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
の

思
い
で
、
給
食
室
で
作
っ
た
バ
バ
ロ
ア

を
販
売
し
ま
し
た
。
卒
園
生
も
買
い
に

き
て
く
れ
懐
か
し
い
味
を
思
い
出
し
て

く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
保
育
士
は
自
分
の
背
丈
よ
り

高
く
な
っ
た
卒
園
生
た
ち
に
目
を
輝
か

せ
、
保
育
園
時
代
は
手
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
バ
バ
ロ
ア
の
容
器
が
小
さ
く
見
え
、

お
喋
り
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
幼
い
頃

の
経
験
が
心
の
引
き
出
し
に
い
っ
ぱ
い

納
め
ら
れ
、
「
元
気
の
も
と
」
「
勇
気

の
も
と
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信

し
、
成
長
し
て
い
る
姿
に
再
会
で
き
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

 

来
年
の
1
月
11
日
（
日
）
は
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
幼
か
っ
た
つ
ぼ

み
っ
こ
た
ち
が
社
会
で
い
ろ
い
ろ
な
花

を
咲
か
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

の
様
子
を
聞
い
た
り
見
た
り
す
る
こ
と

は
私
た
ち
職
員
に
と
っ
て
最
高
の
喜
び

で
あ
り
ま
す
。 

 

保
護
者
、
卒
園
児
、
旧
職
員
の
皆
様

た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き

昔
を
懐
か
し
み
、
今
を
語
り
合
い
50
年

を
お
祝
い
し
て
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

51
年
目
と
な
る
27
年
度
か
ら
「
子

ど
も
・
子
育
て
新
制
度
」
が
導
入
さ
れ

ま
す
。
つ
ぼ
み
も
新
た
な
出
発
の
年
と

し
、
保
育
の
人
的
環
境
と
物
的
環
境
を

よ
り
充
実
さ
せ
、
保
育
の
質
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
  

 
 
 
 
 

園
長  

 

大
久
保
雅
子 

  

つぼみ保育園創立５０周年の基盤『きょういく』 
  

平成26年度 父母の会 会長 喜多 正貴 

昨年度に引き続き父母の会会長を

させていただくことになりました喜

多正貴と申します。 

昨年度も述べましたが，『きょう

いく』と聞いてどんなイメージを抱

かれるでしょうか？ 

教育や強育，叫育，凶育，怯育，狂育，恐

育，今日育，協育，興育，競育，彊育，驚

育，響育･･･。漢字って不思議なものです

ね。その一文字一文字で言葉のイメージが

はっきりと湧きます。私は目指すべき

『きょういく』は『共育』でありたいと

思っております。 

さて，話は変わりますが，本園はいよい

よ今年度創立５０周年を迎えます。この５

０年間に携わられた多くの先生方によっ

て，いくつもの洗練された保育課程をもと

に，子どもたちと『共育』してくださって

いることに深く感謝しております。またこ

の５０年間の礎を築かれた父母の会の諸先

輩方には日々尊敬の念を抱いております。

５０年間の歴史の重さをひしひしと感じな

がら，最高の先生方と最高の役員メンバー

と共に，最高の子どもたちやパパさんママ

さんと共に，今年度のスローガン“子ども

あっての 家庭あっての 仕事あって

の 父母の会 ～ やれるときに，や

れる人が，やれることをやろう

(^O^)/  ～”を合い言葉に，『共

育』魂で父母の会を盛り上げてまい

りたいと思います。 

また，５０周年記念講演会では私の本園

同窓生であります上田泰己くんを講師に迎

えます。 

彼は，東京大学大学院医学系研究科の教授

で，独立行政法人理化学研究所生命システ

ム研究センターのグループディレクターで

あり，日本におけるシステムバイオロジー

分野のエースであります。（同窓生と呼ぶ

には畏れ多いですが･･･。実は，誕生日も一

緒なんです（笑）） 

最後になりますが，この年報を通して，

また５０周年記念式典・記念講演会で皆さ

まと出会えることを通して，この５０年分

の「つぼみ」という絆を深め合うことので

きる喜びを感じ，｢前途有望である子どもた

ち｣の意味を表す「蕾（つぼみ）」の５０周

年記念事業の大成功を祈念しつつ，年報の

挨拶とかえさせていただきます。  

 

五
十
年
の 

  

歴
史
が
織
り
な
す 

   

「
つ
ぼ
み
」
の
輪 



■
告
知
カ
ー
ド
の
配
布 

千
早
西
小
学
校
・
千
早
小
学
校
・

名
島
小
学
校
の
運
動
会
と
千
早
西
校

区
夏
祭
り
で
、
卒
園
生
と
保
護
者
の

方
に
下
の
カ
ー
ド
を
配
り
ま
し
た
。 

実
行
委
員
の
方
が
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
立
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

「
つ
ぼ
み
保
育
園
50
周

年
」
で
検
索
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 寄せられた意見・要望（社会福祉法の公表義務付けに準拠）            

受付年月 申出者 受付内容 解決結果 

平成25年  

5月8日 

近隣 

女性 

夕方、保護者駐車場が満車になり、路上で駐車待ちの列を作っている

ことに対しては理解できるが、待っている時のマナーが悪いので注意

してほしい。（住居の出入口を塞がない、窓を開けて大音量で音楽を

かけない、携帯電話で大きい声でお喋りしない等） 

謝罪をし、保護者に注意することを約束する。保護者には父母の会総会の折に詳

しく内容を伝え、注意を促した。 

平成25年 

11月27日 

近隣  

男性 

子どもの和太鼓の練習をしている時、音がうるさくて我慢ができない。

現在体調があまりよくなく通院しているなどで落ち着けない。これまで

に何度となく伝えているが改善されないので第三者機関の意見を聞き

たい。 

太鼓の練習は布をかけてするなど工夫することを伝えたが、納得されないままで話

は終わった。それまではある程度ご理解いただいていたが、体調が悪いことも申し

出の一因と思われる。太鼓の練習を遊戯室からすみれ組の保育室にかえたり、太

鼓に布をかけて練習するようにした。 

第２つぼみ保育園(分園) 
 

 分園長 田村 明子 
 

 保 育 士 中北 由里 上野 あすか 

   櫻井 智穂 岡崎 久美子 

   野田 美和子 光安 佑佳 

   阿部 俊子 野中 智子 

管理栄養士  

 城戸 奈緒 

延長専任保育士助手   

   永島 遥 

平成26年度  

職員構成 
(6月1日現在 58名) 

 

  理事長 大浦 純平   

  園  長 大久保 雅子 
 

つぼみ保育園 
 

  主 任 小島 千枝   

  副主任  猿渡 健一 
 

も  も組 津田 豊子 宮川 京子  

  吉田 安祐美 諫山 珠里 

  林  郁子   田中 孝子 

  清水 淳子  野口 希世 

   川口 ますみ 小山 せり香 

  内田 宏恵   

う  め組 吉崎 仁美 大浦 佳子 

  吉田 香織 浜辺 優菜 

  藤井 由美子 越治 和代 

  大里 睦美 時津 俊枝 

さくら組 西村 美香 内田 久子 

  小田 晃子 大野 歩 

  眞次 祐弥 小西 真弓 

  松崎 征子 

すみれ組  松本 達則  

れんげ組  小田 彩佳  

つくし組  高崎 謙  

わらび組  姫野 恵    

なずな組  幾度 良恵 

年長ﾌﾘｰ  猿渡 健一 浦川 華奈美 

   副島 綺羅星 

栄 養 士  岩崎 真樹 福島 千春 

調 理 員  河津 和美 岡崎 千代 

    肥田 悦子 安部 順子 

事務主任  大浦 理絵 

用 務 員   中島 凉子 

延長専任保育士助手 

    緒方 彰美  伊佐 裕美子 

 
50
周
年
記
念
事
業
を
新
た
な
歴
史
の
始
ま
り
に 

 

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業 

 
 
 
 

実
行
委
員
長 

伊
集
院
直
親 

平成26年度  

父母の会役員 
 

会 長 喜多 正貴   (も も) 
 

副会長 田川  健司  (つくし) 

  々   長田 裕子  (れんげ) 
 

会 計 庄崎 万梨恵 (う め) 

  々  金子 真実 (れんげ) 
 

書 記 大野 淳子 (なずな) 

  々  堀 香 (れんげ) 
 

委 員  山内 圭 (う め) 

  々   中河原 健介 (う め) 

  々  篠原  弘  (さくら) 

  々  後藤  法子  (さくら) 

  々   筧  哲弘 (すみれ) 

  々   廣重  円香 (すみれ) 

  々   矢野  智子 (すみれ) 

  々   浅見  宏亮 (れんげ) 

  々   金子  耕一朗 (れんげ) 

  々   石井  千絵 (れんげ) 

  々  宮崎 環 (つくし) 

  々  小南 出 (つくし) 

  々  太郎丸  仁 (わらび) 

  々  前田  康行 (わらび) 

  々  稲留  あすか (わらび) 

  々  前田 みき (なずな) 

  々  酒井 志保 (なずな) 
 

監 査 梅木  孝    (わらび) 

  々  大神   希 (すみれ) 

●
遊
戯
室 

舞
台
の
後
ろ
幕
を 

新
調
し
ま
し
た 

平
成
25
年
度
の
卒
園
記
念
品
と
し

て
、
遊
戯
室
の
舞
台
の
後
ろ
幕(

ス

テ
ー
ジ
の
背
景
と
な
る
幕)

を
水
色
と

ピ
ン
ク
の
２
枚
戴
き
ま
し
た
。
舞
台
が

明
る
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

50周年記念事業 

実行委員会活動 

昨
年
の
年
報
に
書
き
ま
し
た
「
政

治
・経
済
の
不
透
明
感
」
が
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
薄
ま
り
、
社
会
が
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。 さ

て
、
か
ね
て
よ
り
ご
案
内
し
て
お

り
ま
す
通
り
、
今
年
度
は
つ
ぼ
み
保

育
園
が
創
立
50
周
年
の
節
目
の
年

と
な
り
ま
す
。
こ
の
50
周
年
を
盛
大

に
祝
お
う
と
実
行
委
員
会
を
結
成

し
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
着

実
に
検
討
が
進
み
、
皆
様
の
協
力
の

も
と
様
々
な
事
項
を
決
定
し
て
参
り

ま
し
た
。 

決
定
事
項
の
一
部
を
以
下
の
通
り

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

一
、
以
下
の
要
領
で
平
成
27
年
1

月
11
日(

日)

に
記
念
式
典
を
開

催
す
る 

・
記
念
講
演
を
上
田
泰
己
氏
※
１

に
依
頼
す
る 

※
１ 

つ
ぼ
み
保
育
園
卒
園
生

で
あ
り
、
現
在
は
東
京
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
教
授
を
務
め
る 

・
40
周
年
記
念
式
典
同
様
会
費

制
と
し
、
会
費
は
一
人
当
た
り

六
千
円
と
す
る 

・参
加
者
は
20
歳
以
上
を
対
象

と
し
、
託
児
は
受
け
付
け
な
い  

二
、
周
年
記
念
事
業
の
充
実
の
た

め
、
寄
付
金
の
募
集
を
再
度
行

う 

三
、
第
2
回
50
周
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
す
る 

四
、
桜
の
植
樹
を
園
へ
の
記
念
品
と
し

て
贈
呈
す
る  

 

課
題
は
ま
だ
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、

歴
代
父
母
の
会
会
長
様
は
じ
め
、
関

係
各
位
に
ご
相
談
し
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
参
り
ま
す
。 

ま
た
、
大
き
な
節
目
の
50
周
年
記

念
で
す
の
で
、
多
く
の
方
々
が
式
典
へ

ご
出
席
頂
け
る
よ
う
広
報
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。Faceb

o
o
k

の
立
上
げ
や
、
去
る
5
月
31
日
に

は
父
母
の
会
総
会
に
て
50
周
年
記

念
事
業
へ
の
取
組
み
を
説
明
、
7
月

19
日
に
は
園
舎
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
、
7
月
26
日
に
は

千
早
西
校
区
夏
祭
り
へ
の
出
店
を
行

い
、
現
役
世
代
や
地
域
の
皆
様
に
広

く
ご
案
内
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
今
後
も
10
月
に
行
わ
れ
る
運

動
会
、
11
月
に
行
わ
れ
る
友
愛
セ
ー

ル
で
も
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
お

知
り
合
い
に
卒
園
児
や
保
護
者
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
お

声
掛
け
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

昨
年
よ
り
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
ご

協
力
を
賜
り
深
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
寄
付
金
よ
り
園
へ
記
念
品
を

お
贈
り
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、

園
庭
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
桜

の
木
を
植
え
、
復
活
さ
せ
よ
う
と
実

行
委
員
一
同
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
50
周
年
記
念
事
業
か
ら
始

ま
る
新
た
な
歴
史
、
と
い
う
意
味
で

は
丁
度
良
い
贈
り
物
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

た
だ
、
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
ま

だ
目
標
額
に
届
い
て
お
ら
ず
、
大
変

心
苦
し
い
の
で
す
が
、
再
度
寄
付
の

お
願
い
を
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

趣
旨
に
ご
賛
同
頂
き
、
是
非
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
大
同
窓
会
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
た
記
念
式
典
、
祝
宴
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
が
、
実
行
委
員
会
で
把
握

し
て
お
り
ま
す
卒
園
者
、
保
護
者
の

名
簿
に
も
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
是

非
、
ご
同
窓
の
お
知
り
合
い
を
お
誘

い
合
せ
の
上
、
新
た
な
歴
史
の
始
ま

り
に
お
立
会
い
頂
け
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
に
は
何
か
と
お
力
添
え
を
お

願
い
す
る
機
会
も
多
く
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
是
非
、
ご
指
導
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

【 貸 借 対 照 表 】 

資
産 

流動資産 23,204,825 

固定資産 422,644,249 

基本財産 209,027,921 

その他の固定資産 213,616,328 

資産の合計 445,849,074 

負
債 

流動負債 10,122,769 

固定負債 3,795,520 

小        計 13,918,289 

純
資
産 

基本金 43,103,048 

国庫補助金等特別積立金 156,556,836 

その他の積立金 154,500,000 

次期繰越活動収支差額 77,770,901 

小        計 431,930,785 

負債及び純資産の合計 445,849,074 

平成25年度 つぼみ保育園決算状況   (単位 円) 

【 資金収支計算書 】 

事
業
活
動
資
金
収
支 

     保育事業収入 268,460,760 

     経常経費寄附金収入 558,008 

     受取利息配当金収入 299,962 

     その他の収入 6,143,723 

  事業活動収入計(1) 275,462,453 

     人件費支出 175,221,886 

     事業費支出 30,757,716 

     事務費支出 19,618,054 

     支払利息支出 0 

     その他の支出 3,698,196 

  事業活動支出計(2) 229,295,852 

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 46,166,601 

施
設
整
備
等 

資
金
収
支 

  施設整備等収入計(4) 0 

  施設整備等支出計(5) 136,500 

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) -136,500 

そ
の
他
の
活
動

資
金
収
支  

  その他の活動収入計(7) 0 

  その他の活動支出計(8) 41,950,935 

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) -41,950,935 

当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) 4,079,166 

前期末支払資金残高(11) 8,933,210 

当期末支払資金残高(10)+(11) 13,012,376 

 

●
ス
イ
カ
を
収
穫
し
ま
し
た 

屋
上
の
野
菜
畑
で
、
今
年
度
は
ス
イ
カ
の
栽
培
に

初
め
て
挑
戦
し
ま
し
た
。
最
初
の
一
玉
は
大
き
く

な
る
前
に
カ
ラ
ス
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
悔
し

く
残
念
で
し
た
の
で
、
カ
ラ
ス
よ
け
を
強
化
し
て 

大
切
に
育
て
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
7
月
末
に
赤
く
熟
れ

た
甘
く
て
美
味
し
い
ス
イ
カ

第
一
号
を
収
穫
し
、
園
児
と

職
員
み
ん
な
で
食
べ
ま
し

た
。
こ
の
夏
、
何
個
収
穫
で

き
る
か
楽
し
み
で
す
。 

 

(

主
任
保
育
士 

小
島 

千
枝
） 

  

■
チ
ャ
リ
テ
ィ 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催 

平
成
25
年
9
月
28
日
に
西
戸
崎
シ
ー
サ
イ
ド
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
「
50
周
年
記
念
チ
ャ

リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

晴
天
に
恵
ま
れ
、
56
名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

青
空
の
下
で
気
持
ち
よ
く
プ
レ
イ
を
楽
し
ま
れ
た

後
、
関
連
企
業
の
ご
協
力
に
よ
る
豪
華
賞
品
を
持

ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。 ■

記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
の 

作
成
・
販
売 

胸
に
ス
リ
ー
ペ
ア
ー
ズ
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
背
中
に
は
輔
仁

会
が
50
周
年
を
迎
え
る
旨
と
つ
ぼ

み
保
育
園
・
さ
わ
ら
び
保
育
園
・

新
宮
つ
ぼ
み
保
育
園
の
創
立
年
が 

英
文
で
オ
シ
ャ
レ
に
記
さ
れ
た
50
周
年
記
念
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
平
成
25
年
度
に
作
り
、 

販
売
を
始
め
ま
し
た
。
黒
地
に 

白
抜
き
の
シ
ン
プ
ル
で
粋
な
デ 

ザ
イ
ン
が
と
て
も
好
評
で
し
た
。 

平
成
26
年
度
は
第
二
弾

と
し
て
、
同
じ
デ
ザ
イ
ン

の
色
違
い
（
ロ
イ
ヤ
ル
ブ

ル
ー
・
水
色
・
ピ
ン
ク
）

に
子
ど
も
サ
イ
ズ
も
加
わ

り
、
売
れ
行
き
も
順
調
な

よ
う
で
す
。 

職

員

も

保

護

者

の

方

も
、
そ
し
て
園
児
も
、
事

あ
る
毎
に
着
用
し
て
一
体

感
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
運
動
会 

友
愛
セ
ー
ル 

清
掃
活
動
で
… 

平
成
25
年
度
の
運
動
会
で
は
ジ
ュ
ー
ス
、
友
愛

セ
ー
ル
で
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
パ
ン
を
販
売
し
、

そ
の
売
り
上
げ
を
記
念
事
業
の
資
金
と
し
て
頂
戴

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
で

は
現
役
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
汗
を
流
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
委
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力

に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

■
千
早
西
校
区
夏
祭
り
に
出
店 

平
成
26
年
7
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
千
早
西
校

区
夏
祭
り
に
、
つ
ぼ
み
保
育
園
も
50
周
年
実
行
委

員
の
方
を
中
心
に
初
め
て
参
加
し
、
テ
ン
ト
の
一

角
で
友
愛
セ
ー
ル
の
名
物
の
一
つ
で
あ
る
「
バ
バ

ロ
ア
」
と
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
販
売
し
ま
し
た
。 

職
員
も
た
く
さ
ん
駆

け
つ
け
、
卒
園
生
や

保
護
者
の
方
々
と
の

再

会

に

会

話

が

弾

み
、
二
百
個
準
備
し

た
バ
バ
ロ
ア
も
完
売

し
、

50
周
年
記
念
事

業
を
強
力
に
Ｐ
Ｒ
で

き
た
夜
で
し
た
。 

今
年
度
も
「
第
2
回

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」
を
10
月
4

日

に

予

定

し

て

お

り
、
只
今
参
加
者
募

集
中
で
す
。 

後 前 

50th 

anniversary of the founding 

of social welfare corporation 

Hojinkai 

Tsubomi Hoikuen  1965 

Sawarabi Hoikuen  1970 

Shingu Tsubomi Hoikuen  2005 


